
 

 理念およびディプロマポリシー・カリキュラムポリシー    
○学部・研究科の理念 

 薬学は医薬品の創製、生産、適正な使用を目標とする総合科学であり、諸基礎科学の統合を基盤とする学際

融合学問領域と位置づけられる。本学部・研究科は諸学問領域の統合と演繹を通じて、創造的な薬学の“創”と

“療”の拠点を構築し、先端的創薬科学・医療薬学研究を遂行して人類の健康と社会の発展に貢献することを目

標とする。 

 

 

○教育理念 

（薬科学科）【理念】 

 薬学の学修を通じて、創薬科学の発展を担いうる人材を育成することによって、人類の健康と社会の発展に貢

献することを理念とする。 

【人材養成の目的】 

 生命倫理を基盤に、薬学の基礎となる自然科学の諸学問と薬学固有の学問に関する知識、技能、態度を修

得し、独創的な創薬科学分野で活躍しうる資質・能力を有する人材の育成を目指す。 

 

（薬学科）【理念】 

 薬学の学修を通じて、先端医療、医療薬学・臨床薬学の発展を担いうる人材を育成することによって、人類の

健康と社会の発展に貢献することを理念とする。 

【人材養成の目的】 

 生命倫理を基盤に、薬学の基礎となる自然科学の諸学問と薬学固有の学問に関する知識と技術および医療

人として適正な態度を修得し、高度な先端医療を担う指導的薬剤師となる人材、医療薬学分野で活躍できる人

材の育成を目指す。 

 

 

○ディプロマ・ポリシー 

（薬科学科） 

薬学部薬科学科は、自然や社会、健康や疾病に関わる多様な事象に関心を持ち、創薬科学および生命薬

学を通して薬学の進展と社会の発展に貢献できる専門能力とリーダーシップを持つ人材の育成を目的としてい

ます。本学科では、4 年以上在学し、所定の単位を修得したうえで、次に掲げる目標を達成した学生に学士（薬

科学）を授与します。 

1.広範な教養と豊かな人間性、社会性、倫理観に基づいた主体的行動ができる能力の修得 

2.グローバルなコミュニケーション能力および多様性に対する理解力の修得 

3.将来、薬科学領域でリーダーとしての役割を果たすための責任感、使命感、倫理観の涵養 

4.薬科学を構成する創薬化学、生命薬科学、医療薬科学に関する専門知識・技能・態度の修得 

5.修得した専門知識・技能・態度を総合化し、科学の既存状況に満足せず科学的探究に主体的に取り組み、

情報収集し、創薬研究者として必要な問題発見および問題解決の基礎的能力の修得 

 

（薬学科） 

 薬学部薬学科は、自然や社会、健康や疾病に関わる多様な事象に関心を持ち、医療薬学および生命薬学を

通して薬学の進展と社会の発展に貢献できる専門能力とリーダーシップを持つ人材の育成を目的としています。

本学科では、6 年以上在学し、所定の単位を修得したうえで、次に掲げる目標を達成した学生に学士（薬学）を

授与します。 

1.広範な教養と医療人として相応しい人間性、社会性、倫理観に基づいた主体的行動ができる能力の修得 

2.グローバルなコミュニケーション能力および多様性に対する理解力の修得 

3.将来、医療薬学研究者、薬剤師・医療従事者のリーダーとしての役割を果たすための責任感、使命感、倫

理観の涵養 

4.医療薬学研究者、薬剤師・医療従事者として必要な創薬化学、生命薬科学、医療薬科学に関する専門知

識・技能・態度の修得と、世界水準の医療薬学研究、医療を実施する素地の涵養 

5.修得した専門知識・技能・態度を総合化し、医療薬学研究者、先端医療を担う薬剤師・医療従事者として必

要な問題発見および問題解決の基礎的能力の修得 

 



 

○カリキュラム・ポリシー 

本学部では、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するために、基礎教育を土台として、専門的分化を計

り、幅広い視野を得ることが可能となるように教育課程を体系的に編成しています。 

そこで、本学部では「レイト・スペシャリゼーション」という教育課程の編成の方針を採っています。3 年次まで

は一学科制のもとで全学共通科目と基礎薬学科目を広く学修し、有機的に関連させながら、自己の適性と能力

に基づいた将来設計を考慮して学科（薬科学科、薬学科）ならびに学問分野を選択することが求められます。4

年次以降は、それぞれの学科ごとの関連分野を学びつつ、自ら選択した専門分野を重点的に学修します。 

（薬科学科） 

1.1～2 年次に広範な教養と高い人間性、社会性、倫理観を育む教養教育を実施し、主体的に学ぶ姿勢を涵

養し、豊かな人格形成の基盤づくりを行います。 

2.1～2 年次にグローバルなコミュニケーション力養成のための外国語教育を実施し、3 年次以降は実習や演

習を通して薬学専門英語教育を実施します。 

3.教養教育の上に、薬科学を構成する有機化学・天然物化学・物理化学・分析化学などの創薬化学、生物化

学・衛生薬学などの生命薬科学、生理学・薬理学・薬剤学などの医療薬科学に関する講義・演習・実習を

体系立てて実施します。 

4.1～3 年次の演習、実習等の少人数科目や能動学修科目を履修し、コミュニケーション能力、表現能力、他

者との協調性を涵養するとともに、薬学に関わる広範囲な知識・技能・態度を培い、創薬研究者、基礎薬学

研究者としての将来像を描くことができるようにします。 

5.修得した専門知識・技能・態度を基に、研究室において個別指導による特定のテーマに関する研究を行う

特別実習を 4 年次に実施し、将来世界をリードできる独創的な創薬研究者として活躍できるよう、科学的観

点に立った問題発見および問題解決の基礎的能力を修得することができるようにします。 

 

科目間の体系的な流れをコースツリーにより示し、履修の一助とします。また、各科目の学修成果は、定期試

験、レポート、発表、授業態度などで評価することとし、その方法はシラバスに、基準および達成すべき水準は学

部学生便覧にそれぞれ明示されています。 

 

（薬学科） 

1.1～2 年次に広範な教養と高い人間性、社会性、倫理観を育む教養教育を実施し、主体的に学ぶ姿勢を涵

養し、豊かな人格形成の基盤づくりを行います。 

2.1～2 年次にグローバルなコミュニケーション力養成のための外国語教育を実施し、3 年次以降は実習や演

習を通して薬学専門英語教育を実施します。 

3.教養教育の上に、医療薬学研究者、薬剤師・医療従事者として必要な有機化学・天然物化学・物理化学・

分析化学などの創薬化学、生物化学・衛生薬学などの生命薬科学、生理学・薬理学・薬剤学などの医療薬

科学に関する講義・演習・実習を体系立てて実施します。 

4.1～3 年次の演習、実習等の少人数科目や能動学修科目を履修し、コミュニケーショ ン能力、表現能力、他

者との協調性を涵養するとともに、薬学に関わる広範囲な知識・技能・態度を培い、医療薬学研究者、薬剤

師・医療従事者としての将来像を描くことができるようにします。 

5.修得した専門知識・技能・態度を基に、病院および薬局における長期実務実習および研究室において個別

指導による特定のテーマに関する研究を行う特別実習を 4～6 年次に実施し、医療薬学研究者、先端医療

を担う薬剤師・医療従事者のリーダーとして必要な問題発見および問題解決の基礎的能力を修得すること

ができるようにします。 

 

科目間の体系的な流れをコースツリーにより示し、履修の一助とします。また、各科目の学修成果は、定期試

験、レポート、発表、授業態度などで評価することとし、その方法はシラバスに、基準および達成すべき水準は学

部学生便覧にそれぞれ明示されています。ディプロマ・ポリシーで定めた資質・能力に対する学修の達成度は、

ルーブリックに基づいて定期的に確認します。 

 


